
国民スポーツ大会アーチェリー競技岡山県代表選手・監督の選考基準について 
 

岡山県アーチェリー協会 
 
選考方法 

予選会①〜③の３試合のうち、高得点上位２試合の合計得点の上位者より 3 名を、岡山県の代表
選手として内定し、理事会の承認により決定した後、該当選手へ通達する。 
監督についても、理事会の承認により決定した後、該当者へ通達する。 
※得点が同点の場合は、採用した２試合の得点のうち得点の高い方の記録を比較し、高得点の選

手を選考する。 なお同順位の場合は、当該２試合の１０点数、Ⅹ数の多い選手を優先として決
定するものとする。さらになお同順位の場合は、上記県内での予選会での記録（得点及び 10 点、
X、9 点・・・の本数）により決定するものとする。 
その他、選考会に規定回数参加できない場合の選手の特例等については、別紙の通りとする。 

出場制限 
国民スポーツ大会要項第５条および付則に定めるものの他、下記による。 
※原則として、全日本アーチェリー連盟に２０２５年度登録済みであり、ＡＪＡＦスターバッジ

またはグリーンバッジを取得していること。 
参加資格 

※原則として、岡山県に居住地を示す現住所に居住、勤務または通学している者で、２０２５年 
４月３０日以前から国民スポーツ大会参加まで引き続き居住、勤務または通学している者。 

※ふるさと選手の適用者は事前に申請を行っていること。 
 
別添 
ⅰ 要項の予選会①〜③の開催日と同日に開催される各地区アーチェリー連盟、地区学生アーチェリ

ー連盟及び地区高等学校体育連盟以上が主催する公認試合（７０ｍラウンド）において記録した
点数については、それを本予選会の選考記録に代えて提出することができる。 

ⅱ 全日本ナショナルチーム(Ｕ−２１・１８含む） に指定されている選手が、全日本アーチェリー
連盟の指定する行事に参加することにより、本予選会への２回以上の参加が困難な場合は、当該
全日本連盟指定行事の実施期間中に開催される公認の試合・記録会の記録を、本予選会の選考記
録に代えて提出することができる。 

ⅲ 上記いずれの場合も、参加する公認試合、記録会の大会名、主催団体を含めた大会内容を、本予
選会①の開催日までに、岡山県アーチェリー協会に連絡し、承認を得ること。また、試合終了後
大会記録を添えて、詳細を遅くとも、最終予選会後に開催される理事会までに報告するものとす
る。  

ⅳ 要項①〜③の予選会のうち少なくとも１試合は、参加する必要がある。 
ⅴ 決定した各種別３名の選手のほかに、原則として次点の記録の選手を補欠選手として指定し、正

選手に出場不可能な場合は、補欠選手が代替出場するものとする。 



ⅵ 代表および補欠に指定された選手は、ブロック大会並びに強化部事業（強化練習等） に原則とし
て参加をするものとする。 

ⅶ 上記ⅰ〜ⅶ に係わらず、「トップアスリートの国民スポーツ大会参加資格の特例措置」に該当し、
当該措置を希望する者は、(公財）全日本アーチェリー連盟等で所定の手続きを行った後、本予選
会①の開催日までに、その旨を岡山県アーチェリー協会に申告をすること。 なお、その場合にお
いても審査費については納付するものとする。 




